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2013 年 8 月 30 日から 9 月 10 日にクルナ管区シャトキラ県シェムナゴール群の 2 村にお
いて土地持ち農家(うちエビ農家 28 人その他農家 21 人)を対象に実施した現地調査によ
って得られたデータを用いて，調査対象地域と農家の特徴を整理し，エビ養殖への参入要
因(経営面積)，土地生産性(単収入病害発生回数の要因についてそれぞれ分析を行った.
【分析結果】まず，エビ養殖農家はその他農家に比して多くの所得を得ていることが示さ
れた.参入の条件として，全所有農地面積が大きいこと，高学歴であること，技術普及員
(政府・ NGO)による訪問経験があることが上げられる.単収を向上させる条件として，病
害の経験値をより多く積んでいること，外部情報源(政府， NGO，肥料商店，海外企業など)
へのアクセスをしていることが上げられる.さらに，病害発生回数の抑制には経営経験年
数が長いこと，外部情報源へのアクセスをしていること，過去に多額の最高損失額
(300000Tk 以上)を出した経験があることが上げられる.
【結論】分析より，生産低リスク化に向けた技術選択と所得水準の関係性を説明すること
が出来無かったことから，農家が認識し，実践している「適切な技術」が病害に対して必
ずしも効果のあるものではないことが明らかとなった.ただし，病害低リスク化を図ろう
とする意識を持ち，外部情報を積極的に取り入れている農家はそうでない農家より多くの
所得を得られる可能性があることを示すことが出来た.また，外部情報源へのアクセスの
経験は，病害発生回数を減少させる傾向も示されたことから，今後は技術普及サービスの
さらなる拡充が必要だと考えられる.
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